
 

人間の経済 
 

 

 

第２期 第40 号 （通巻 118号）２００６年３月１２日刊 

 

目次 

 

外装と振、そして活業 

                   森野 榮一 

 

週刊マーケットレター（06年３月13日週号） 

 主要マーケット指標 

 量的緩和解除によりマネタリーベース収縮へ 

 大企業の設備投資の拡大続く 

 

                    曽我 純 

 

ＮＰＯ法人横手ひらか地域通貨ドーモ委員会 

が発行するヴェーラ型通貨、ドーモ券 

 

                   森野 榮一  



#N#P#OK!?M2#<j$R$i$+CO0hDL2_%I!<%b0Q0w2q

$,H/9T$9$k%t%'!<%i7?DL2_!"%I!<%b7t

?9Ln!!\F0l

:rG/!J#2#0#0#5G/!K#97n!"#N#P#OK!?M2#<j$R$i

$+CO0hDL2_%I!<%b0Q0w2q$5$s$N$4>7BT$G=)ED8)2#

<j;T$rK,$M$k5!2q$,$"$j$^$7$?!#

$I$3$bCO0h$O$h$/;w$F$$$^$9!#1XA0$+$i;O$^$k

Cf?4;T39CO$O?jB`$7!"9Y30$KE83+$9$kA49q;qK\$,

6=N4$r6K$a$F$$$^$9!#Cf>.;v6H<T$N6l6-$,1X$r9_

$j$k$H$9$0$KL\$KF~$j$^$9!#

2C$($F!"%I!<%b6(NOE9$G$"$k1XA0$N=IGqM=Dj$N

%S%8%M%9%[%F%k$KF~$C$F!"%F%l%S$rIU$1$^$7$?$i!"

$A$g$&$I!"=)ED8)$N;v6H<T$X$N7J6746D4::$N7k2L

$rJs$8$F$$$^$7$?!#0JA0$h$j7J5$$,0-$/$J$C$?$H

$N2sEz$O#83dBf!"NI$/$J$C$?$O$J$s$H#8!sBf$G$7

$?!*%G%#%U%e!<%8%g%s%$%s%G%C%/%9$r7W;;$7$?$i

$I$&$J$j$^$7$g$&!)$^$C$?$/!"@$4V$G$$$&D94|$K

$o$?$k9%7J5$$J$I!"COJ}$K$OL54X78$N!"$?$s$J$k!"

Bg<jCf?4$N!c%j%9%H%i!d7J5$$K$9$.$J$+$C$?$N$G

$O$J$$$+$H9M$($5$;$i$l$?$b$N$G$7$?!#

?^ 1: 8:2AN(#0!s$N%I!<%b[I= ]

$=$s$J$J$+$G!"%I!<%b$,3+;O$5$l$F#3G/!"Ce<B

$K:,IU$-$O$8$a!"K\3J1?MQ$K8~$1$?E8K>$,=P$F$-

$F$$$k$3$H$rCN$j$^$7$?!#

%I!<%b$O@oA0%I%$%D$G>&6H<T$N9-HO$J;Y;}$rF@

?^ 2: 8:2AN(#0!s$N%I!<%b[N"]

$?%t%'!<%i%?%$%W$N8:2A$9$k;f7t1$G$9$,!":G=i

$N0lG/4V!J#2#0#0#3G/!K!"%I!<%b$O8:2A$N;EAH$_

$rF~$l9~$^$J$$8:2AN(#0!s$N;f7t$H$7$FH/9T$5$l

$^$7$?!#$=$7$F!"FsG/L\$+$i!"=[4DB%?J$rL\E*$H

$7$F!"J]M-!&J]B"$9$k$H;~4V$N7P2a$N$J$+$G8:2A

$9$kDL2_$H$J$j$^$7$?!#

?^ 3: #0#5G/EY8:2A7?%I!<%b[I= ]

#3$+7n$K#1#0!s$N;}$A1[$7@G$,$+$+$j$^$9!##3

$+7n7P2a$9$k$HF1#N#P#OK!?M$,H/9T$9$k!V%7!<%k!W

$rE=IU$7$J$$$H3[LL2A3[$r0];}$G$-$J$$%9%?%s%W
1%t%'!<%i%?%$%W$N;fJ>$K$D$$$F$O!"!V%t%'!<%i8r496(2q2q

B'!W(Satzungen der Tauschgesellschaft; Angenommen in
der Sitzung vom 20. Okt. 1929 in Erfurt !!8r496(2q2qB'

!J 1929 G/ 10 7n20 F|!"%(%"%U%k%H$K$*$1$k2q5D$K$F>5G'!K)
:XF#M35*;RLu!"!V?M4V$N7P:Q!W!"Bh#24| Bh39 9f!JDL4, 117
9f!K#2#0#0#6G/#37n#5F|4);2>H!#

7



図 4: ０５年度減価型ドーモ [裏]

貼付型の自由貨幣（減価型通貨）となっています。
１ドーモは１００円相当ですから、１ドーモ用の
シールは１０円で購入します。５ドーモ、１０ドー
モ用のシールもそれぞれ販売されています。

同法人の活動には現在、行政からの支援が行わ
れているそうですが、将来、ドーモが起動に乗っ
ていけば、保有防止と循環促進のための負荷であ
る、この「シール」売上が同法人の運営コストを
賄っていくことでしょう。

ドーモはなぜ支持される？

ドーモの参加店は、地の中小事業者さんたちで、
訪問時は４０数店舗ありましたでしょうか、現在
はもっと増えていると思われます。

しかし、事業者以外の参加者はわざわざ大事な
円貨をドーモに換えるのでしょうか2。それも、も
っていると減価してしまい、シールを貼らねば額
面を維持できない通貨に換えるわけです。

それは同法人の理事さんの予想に反していたそ
うですが、近隣のつきあいにおけるお返し（返礼）
として活用されるのだそうです。おめでたい結婚
式などの慶事、あるいは仏事などで、通常はモノ
を返して、参加者は重い思いをして持ち帰ります。
最近は、葬祭業者などが、事後にデパートなどで
使用できる券を扱っているようですが、ドーモは
それに比して、地元の馴染みの参加商店で使える
ことがメリットになっているようです。つまり地

2円貨のドーモ券への変換は「寄付」という考え方をして
います。

域振興のための共助のツールとしても働くという
点です。加えて、シールをはり続ける限り（三回
貼ると換券が必要ですが）永久運動して、購買力
となり続け、事業者への支援を行い続けます。ま
さに、地域通貨ならではの効果が支持される理由
となっていると観察されました。

ドーモ券は、事業者さんは望めば、毎月末に保
有する券を現金に交換できます。顔と顔が見える
域内の関係を重視したいとのＮＰＯの考えで、Ｎ
ＰＯは各商店を訪ねて、現金へのチェンジをして
いるそうでうが、それは驚くほど少ないそうです。
入金したドーモ券は業者間の取引などで使ってし
まうのだそうです。私が訪れて講演をさせていた
だいた時も、その後の交流会を参加しておられる
居酒屋で行いました。円貨とかわらず、それと合
わせてドーモ券を支払う光景が見られましたが、
その居酒屋さんは、そのドーモを仕入れに使うの
だそうです。

事業者にしれみれば、円貨は喉から手が出るほ
ど欲しいものですが、毎月末に円貨と交換できる
という安心感がドーモを受け入れさせていること
をうかがわせます。

相互共助で地域振興

ドーモは関与する誰にとってもプラスの効果を
もつようです。ＮＰＯはこの仕組みがうまくいけ
ばいくほど、存続していけます。事業者さんはドー
モを受け入れることで地域の支持を受けます。消
費者は、多様な商店が立地・営業する魅力的な地域
での暮らしを享受できます。日々に消費するもの
にドーモを使えば、ドーモ券の持ち越しに係る費
用は負担しなくてすみますし、１００円を１ドー
モに換えることになんの損もありません。さらに
ドーモ券を贈り物に活用するときは円貨を使うよ
りも人間関係をスムーズに運べることでしょう。
もちろん事業者さんにはプラスです。域内の需要
をドーモが連れてくるからです。

そうして、行政にとっても、この仕組みは住民
の自発的な取組として地域の振興の実をあげるも
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のですから歓迎です。地域全体でみても、ドーモ
に換えられる円貨は必ず域内で循環し、回れば回
るほど、換えられる前の円貨の額を超えて、その
何倍もの経済効果を発揮するわけです。
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